
集
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宣
言 

 

本
日
、
私
た
ち
は
六
〇
回
目
と
な
る
「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

二
月
一
一
日
は
、
一
八
七
三
年
に
明
治
政
府
が
記
紀
神
話
上
の
神
武
天
皇
即
位
日
を
記
念
日
と
し
て
創
出
し

た
「
紀
元
節
」
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
「
紀
元
節
」
や
、
天
皇
誕
生
日
で
あ
る
「
天
長
節
」
な
ど
は
、
近
代
日
本

の
侵
略
戦
争
に
お
い
て
攻
略
・
占
領
の
目
標
に
設
定
さ
れ
、日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
諸
国
で
無
数
の
戦
死
者
、

そ
し
て
戦
争
神
経
症
患
者
を
含
む
数
多
く
の
戦
傷
病
者
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
戦
後
に
廃
止
さ
れ
た
「
紀
元
節
」

は
、
一
九
六
七
年
に
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し
て
復
活
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、
歴
史
学
会
・
労

働
組
合
・
民
主
団
体
や
市
民
と
と
も
に
、
こ
れ
を
認
め
な
い
不
承
認
の
つ
ど
い
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
政
府
は
、
今
年
の
四
月
二
九
日
に
、
昭
和
一
〇
〇
年
記
念
式
典
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
七

年
の
祝
日
法
改
正
で
「
昭
和
の
日
」
と
な
っ
た
四
月
二
九
日
に
、
政
府
主
催
で
、
衆
・
参
両
院
議
長
や
国
会
議
員

な
ど
の
参
列
を
得
て
こ
の
よ
う
な
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
は
、
近
代
天
皇
制
の
記
念
日
復
活
を
称
揚
し
、
日
本
国

憲
法
の
主
権
在
民
の
原
則
に
反
す
る
も
の
で
す
。 

昨
年
二
〇
二
五
年
は
、
戦
後
八
〇
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
石
破
茂
前
首
相
は
、
退
任
直
前
に
首
相
所
感
「
戦

後
八
〇
年
に
寄
せ
て
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
こ
の
「
所
感
」
に
は
、
侵
略
戦
争
や
植
民
地
支
配
へ
の
言
及
が
全
く

な
い
と
い
う
問
題
点
を
抱
え
ま
す
が
、
他
方
で
将
来
の
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に
、
歴
史
に
学
ぶ
姿
勢
の
重
要
性

や
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
差
別
や
排
外
主
義
を
許
さ
な
い
健
全
な
言
論
空
間
の
必
要
性
に
つ
い
て
指
摘
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
掲
げ
る
参
政
党
の
躍
進
、
高
市
早
苗
自
民
・
維
新
連

立
政
権
に
よ
る
外
国
人
政
策
の
厳
格
化
、
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
制
定
の
動
き
な
ど
、
思
想
選
別
と
排
除
を
法
制
化

し
よ
う
と
す
る
政
策
が
現
在
、
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
世
界
を
見
わ
た
せ
ば
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
は
、
い
ま
だ
終

結
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
イ
ラ
ン
の
核
施
設
攻
撃
や
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
へ
の
軍
事
攻
撃
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
領
有
の
意
向
な
ど
、
世
界
各
地
で
軍
事
的
威
圧
を
推
し
進
め
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
日
本
政
府
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を
認
め
た
改
定
安
保
三
文
書
を
前
倒
し
に
改
定
し
、

軍
事
費
の
大
幅
な
増
額
、
殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出
の
大
幅
な
条
件
緩
和
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。
高
市
政
権
の

官
邸
幹
部
が
核
保
有
を
容
認
す
る
発
言
を
行
っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
国
民
主
権
・
平
和
と
民
主
主
義
の
破
壊
を

進
め
る
日
本
政
府
の
姿
勢
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

大
阪
で
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
大
阪
・
関
西
万
博
で
二
五
六
〇
万
人
余
り
が
来
場
し
た
一
方
、
万
博
校
外
学
習

に
お
け
る
教
職
員
の
重
い
負
担
、
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
費
の
未
払
い
、
万
博
跡
地
へ
の
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
建
設
な

ど
の
問
題
も
残
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
政
権
与
党
と
な
っ
た
維
新
の
会
は
、
府
市
ダ
ブ
ル
選
の
開
催
を
強
行
し
ま

し
た
。
住
民
投
票
で
二
度
も
否
定
さ
れ
た
大
阪
都
構
想
を
再
度
持
ち
出
し
て
、
巨
額
の
税
金
を
選
挙
に
つ
ぎ
込
む

こ
と
は
、
今
回
の
大
義
な
き
総
選
挙
と
と
も
に
、
民
主
主
義
の
空
洞
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

昨
年
は
、
被
爆
八
〇
年
、
治
安
維
持
法
一
〇
〇
年
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
日

本
被
団
協
の
活
動
に
刺
激
さ
れ
て
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
取
り
組
み
が
広
が
る
と
と
も
に
、
治
安
維
持
法
公

布
・
京
都
学
連
事
件
一
〇
〇
年
を
考
え
る
集
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
各
地
で
多
く
の
参
加
者
を
集
め
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
パ
レ
ス
チ
ナ
占
領
に
反
対
す
る
市
民
団
体
の
地
道
な
抗
議
行
動

も
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
反
対
の
動
き
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

戦
後
八
〇
年
を
こ
え
て
、
私
た
ち
は
改
め
て
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
と
民
主
主
義
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
多
様
な

思
想
・
文
化
の
創
造
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
職
場
・
学
園
で
呼
び
か
け
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 

 

右
、
宣
言
し
ま
す
。 

二
〇
二
六
年
二
月
一
一
日 

 
 
 
 

「
建
国
記
念
の
日
」
不
承
認
二
・
一
一
大
阪
府
民
の
つ
ど
い 


